
徳島大学 歯学部 口腔保健学科 カリキュラムマップ

進路
人材像

国家試験

歯科診療所

⻭科医師の診療を
補助する⻭科衛⽣⼠

病院歯科・高齢者福祉施設

⾼齢者の健康・福祉を⽀える
⻭科衛⽣⼠・社会福祉⼠

大学院（博士前期・後期課程）

地域保健・福祉の場での指導者，
医育機関での教育者の養成

社会福祉士国家試験

歯科衛生士国家試験

卒業試験

卒業研究（研究発表）
卒業研究：OHWD4820

臨床実習（大学病院）

口腔保健衛生学臨床実習：OHWD4800

歯科診療補助・歯科予防処置・歯科保健指導
歯科・矯正歯科・小児歯科・歯科口腔外科

歯科衛生室、その他の診療部門

専門的口腔ケア
病棟・ICU・SCU

臨地実習（学外施設）

口腔保健衛生学臨地実習：
OHWD4810

歯科診療補助
歯科診療所

歯科保健指導・歯科予防処置
保育所、学校､

保健所､保健センター
専門的口腔ケア

高齢者・障害者施設

臨地実習（学外施設）

ソーシャルワーク実習：OHWS4800

ソーシャルワーク演習：
OHWS3400

ソーシャルワーク演習
（専門） :OHWS3410

社会福祉演習

ソーシャルワーク実習
指導：OHWS3420 

社会福祉
実習指導

（選択科目）

４年次

基礎実習試験（態度・技能）
合計８課題

隣接医科学 社会福祉学

心理学と心理的支援：OHWS3000

社会学と社会システム：OHWS3010

社会福祉の原理と政策：OHWS3020

社会福祉調査の基礎：OHWS3030

ソーシャルワークの基盤と専門職：OHWS3040

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）：

OHWS3050

ソーシャルワークの理論と方法：OHWS3060

ソーシャルワークの理論と方法（専門）：

OHWS3070

地域福祉と包括的支援体制：OHWS3080

福祉サービスの組織と経営：OHWS3090

社会保障：OHWS3100

高齢者福祉：OHWS3110

障害者福祉：OHWS3120

児童・家庭福祉：OHWS3130

貧困に対する支援：OHWS3140

保健医療と福祉：OHWS3150

権利擁護を支える法制度：OHWS3160

刑事司法と福祉：OHWS3170
（選択科目）

歯科衛生士
教育における
主要科目

歯科診療補助

歯科診療補助論：
OHWD3080
チーム歯科医療学：OHWD3090
チーム歯科医療学基礎実習：
OHWD3800

歯科予防処置
・歯科保健指導
口腔疾患予防学：
OＨＷＤ3130
歯科保健指導論：OHWD3070
口腔衛生学：OHWD2090
口腔疾患予防学実習：
OHWD3810

臨床系歯科学

発達系歯科学：OHWD3010
保存系歯科学：OHWD3020
補綴系歯科学：OHWD3030
歯科放射線学：OHWD3050
摂食･嚥下リハビリテーション学：
OHWD3120
外科系歯科学：OHWD3040
歯科麻酔学：OHWD3060
医療安全管理学：OHWD2110
口腔介護学：OHWD3140
高齢者口腔保健衛生学：OHWD3100
障害者口腔保健衛生学：OHWD3110

ヒューマン・コミュニケーション
（体験学習）

早期臨床実習：OHWD2810

歯科英語

コミュニケ
ーション論：
OHWD2130

オーラルヘル
スプロモーシ
ョン：
OHWD3000

歯科衛生士
概論：
OHWD2050

早期臨床
実習：
OHWD2810

総合医科学：OHWD3150
医療倫理学：OHWD3160
基礎看護学：OHWD3180

問題解決型授業

オーラルヘルス
プロモーション：
OHWD3000
歯科衛生士概論：
OHWD2050
など

基礎科目・基礎実習

解剖学･生理学･生化学：OHWD2000

口腔解剖学･口腔生理学：OHWD2010

病理学･口腔病理学：OHWD2020

薬理学･歯科薬理学：OHWD2030

微生物学･免疫学：OHWD2040

口腔保健衛生学基礎実習：OHWD2800

栄養学：OHWD2120

衛生学・公衆衛生学：

OHWD2080

衛生行政：OHWD2070

歯科衛生統計：OHWD2060

医療情報処理学：OHWD2100

（選択科目）

１年次

２年次

３年次

教養教育(社会人としての教養教育）

基礎科目群
情報科学

SIH道場：UNIV1000

教養科目群
歴史と文化 人間と生命
生活と社会 自然と技術

創成科学科目群
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ科目

臨床心理学：FMHC1060

外国語科目群
基盤英語 主題別英語

発信型英語

4,6

1,4

1,2

3,5

3,4,5,6,7

8,9

4,68

歯学部 口腔保健学科 学習目標

１.口腔保健を理解し、その専門的内容を説明できる。

３.歯科衛生士業務に関する基本的技能を有し、実践できる。

５.チーム医療や保健福祉活動の一員として、その役割を果たすことができる。

７.医療や介護を必要とする人々に対して、慈しみと思いやりの心を持って支援することができる。

９.関連分野における事象や課題について、自ら学び、適切な判断と必要な行動ができる。

２.社会福祉を理解し、その専門的内容を説明できる。

４.患者やその家族あるいは保健・医療・福祉関係者と良好なコミュニケーションをとることができる。

６.口腔保健・福祉の学習を通じて、社会人としての自覚を持ち、その責任を果たすことができる。

８.歯科医療の進歩や社会の医療ニーズの変化に高い関心を持ち続け、生涯にわたり自主的かつ継続的に学習する能力を持つ。

2021


